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栗幌橋 夕張川

目標とする自然景観
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サロベツ湿原の例（ボッグ湿原）

目標とする自然景観

ヤチヤナギコバギボウシ

ホロムイスゲ

ヤチヤナギ

モウセンゴケ

ツルコケモモ

ミズゴケ属

ハンモック(ミズゴケ属が優占する小丘)の全景 ハンモック内の様子

堤防上からの眺め（H27.4.28撮影）



幌向再生地の利活用に向けて
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整備後の湿原環境イメージ 駐車スペース（現状）

採草地

コバギボウシ サワギキョウ

夕張川

観察木道等の設置

目的 項目 利活用（案） 利活用に向けた取り組み（案）

幌
向
再
生
地
の
利
活
用

地
域
へ
の
還
元

情報発信
PR

自然再生の取り組みのPR
ホロムイイチゴ等のノウハウを活かした地場産品
としてのブランド化

ホームページの開設、ニュースレター等の配布
地場産品としての生産、商品化

環境学習
体験学習

地元小中学校、NPO活動による環境学習の場として
の利用
環境学習等を通じたミズゴケ属の増殖

地元小中学校のカリキュラムへの位置づけ
地元活動団体への情報提供
周辺市町村及び活動団体等への情報提供（広域からの集客）
一般市民ができるミズゴケ増殖方法の検討

景観
観光資源

自然観察(植物、昆虫、鳥類等)の場としての利用
景勝地、観光ルート等としての利用

自然観察等に必要な施設整備、利用ルールづくり
フットパス等の利用、南幌町・観光関連企業等との連携
幌向地区で見られる植物、昆虫、鳥類等の情報提供

利活用に向けた課題



地域連携の取り組み事例（当別地区自然再生地区）
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小学生による植樹活動高校生によるトンボ類のモニタリング調査

当別地区のモニタリング調査の一環として、NPO主体で高校生の参加によ
るトンボ類のモニタリング調査を実施
調査は高校生のクラブ活動の一環として実施し、現地調査・データ取り
まとめ・分析を行っている
当別地区のモニタリングデータとして蓄積されている一方で、高文連等
の各種大会に参加し、優秀な成績を収めている
参加学校：札幌旭丘高等学校

当別地区の自然再生事業の一環として近隣地域の小学校の参加により、
植樹活動を実施
植樹活動は、当別地区の柱の1つである樹林環境の再生に関するもの
活動は、タネ採り、苗育成、植樹の3つの工程で実施
植樹は、前年度までにタネ採り・苗育成したものを使用し、先輩が後輩
に引き継ぐ形で継続化
参加学校：あいの里西小学校、西当別小学校



地域連携の取り組み事例（当別地区自然再生地区）
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地域勉強会の開催（フィールドワーク・ワークショップ）

当別地区再生事業における地域連携に向けた取り組みとして、再生事業を取り囲む川下地区の住民に声をかけ、勉強会を行っている。
平成24度には、当別自然再生地区の活用の試行として「当別地区自然再生地域勉強会・フィールドワーク編（都市と農村をつなぐ）」を実施し、後日、
地域の方々に集まって頂いて報告会を行った。
主催：NPO法人 当別エコロジカルコミュニティー、協力：札幌河川事務所



ミズゴケ属の活用事例
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・農園芸資材（用土）、飼育材
（昆虫等）、観賞用として利
用されている。

特に、農園芸資材としては、
胡蝶蘭の栽培に大きな需要が
ある。

ミズゴケ属

※出典：東海大学 星准教授より情報提供

乾燥ミズゴケ

ミズゴケ属の活用

・東海大学の研究事例※では、年間のミズゴケ属の収
量は30cm×30cmあたり乾燥重量で30g。

・乾燥ミズゴケの流通単価は2,000～4,000円/kg。
（道内ホームセンターにおけるチリ産、ニュージーランド産販売価格）

胡蝶蘭栽培への活用

30g/0.09m2

30cm

30cm

33kg/100m2 ×

≪参考（生産性）≫

2,000
～4,000円/kg

＝ 66,000
～132,000円/100m2

平成25年6月21日 平成25年11月18日

【札幌開発建設部での栽培試験】



湿生植物の活用事例

6

ホロムイイチゴの
活用事例

ホロムイツツジ

ホロムイイチゴ

・ツツジ科の近縁種は、観賞用として
苗が流通している。ホロムイツツジ
は希少性が高いため、広く流通させ
る目的でインターネットで販売され
ることが多い。

・飲食物（ジャム、ソース、ジュース、リ
キュール）、美容品（美容液、保湿ク
リーム、サプリメント）など多用途に加
工され、利用されている（右写真）

・飲食物としては、特にフィンランドやス
ウェーデン、スコットランド、カナダに
おいて利用されている。

・美容品としては、世界40ヵ国以上で販売
されている保湿クリームの新しい原材料
に採用された。

ホロムイリンドウ

・リンドウ科の近縁種は、観賞用とし
て苗が流通している。ホロムイリン
ドウについても同様に、観賞用とし
ての利用が考えられる。 保湿クリーム

ジャム リキュール

ホロムイ七草の活用事例


